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断層近傍の詳細地盤モデル作成の検討－深谷断層帯・綾瀬川断層帯を例として－
Construction of underground structure model in the fault neighborhood(An example of
Fukaya fault and Ayasegawa fault).
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１．はじめに
防災科研では、南関東全域においてボーリングデータ等の地質・地盤資料に基づく初期地質モデルの構築と、そのモ

デルを基に地震記録と微動観測記録により、物性値（主に S波速度）を調整し、周期・増幅特性を考慮した浅部・深部
統合地盤構造モデルの試作を行ってきている。これらは広域地盤モデル構築手法の標準化の取組として、地震本部にて
「地下構造モデル作成のレシピ」を構築している。さらに、地盤モデル高度化の検討として、詳細な地盤モデル（詳細地
盤モデル）の構築時に必要となる、活断層近傍における地震動評価やモデル作成時の地盤の不整形性の検討および強震
動時の非線形特性を評価できる地盤構造モデルの構築等の構築を検討している。本検討では、南関東地域に存在する深
谷断層帯・綾瀬川断層帯を例として詳細地盤モデル構築の検討結果について報告する。

２．断層帯周辺の既往調査と地質構造の概要
深谷断層帯・綾瀬川断層は、地震本部の長期評価見直しで関東平野北西縁断層帯から変更されている。この断層自体の

活動度は低いが、連動すると M8クラスの地震が発生すると予測される。深谷断層は、明瞭な重力異常分布境界となっ
ている。なお、深谷断層については杉山・他 (2009)により、反射法地震波探査、ボーリング、トレンチ等の調査を行わ
れており、断層の構造や活動性の検討がなされている。反射法探査や既往の反射断面の解釈により、深谷断層から北東
側では、基盤岩上面が深度３ｋｍ付近まで落ちていること、その上に中新世以降の地層が厚く堆積していることが確認
されている。深谷断層は、南側の平井断層、櫛引断層と合わせて地質構造の形成過程が検討されている。

３．調査概要
上記の断層近傍の地盤構造モデルを構築するために、地震観測および微動観測を実施した。観測は断層を挟むように

5測線を展開し、単点微動約 200m間隔、極小アレイ 1km間隔、大アレイが 2km間隔で実施している。大アレイの位置
には地震観測も実施した。５測線のうち１測線は、杉山他 (2009)における反射法地震波探査断面の測線近傍で実施して
いる。なお、断層の北東側は沖積低地、南東側がローム台地で構成されている。
（１）地震観測
断層近傍の１４か所において臨時地震観測を実施した。観測した記録について、フーリエスペクトルを地点ごとにま

とめたところ、地震によって異なる特性が確認できるが、地点ごとにスペクトルに一定の傾向が確認出来た。そこで、各
地点とのスペクトル比を取ったところ、各地点ともスペクトル比は地震に寄らず安定しており、サイト増幅特性として
利用できる。
（２）常時微動観測
微動観測の結果、単点のH/Vスペクトルのピーク周期は、断層の両側で異なる傾向を示す。断層の落ち側（北東側）で

は、上がり側（南西側）に比べて、H/Vスペクトルのピーク周期が周期の長い方へシフトする（周波数が小さくなる）傾
向が確認出来た。微動探査 (アレイ)地点に近い、地震動の R/Vスペクトルと比較したところ、低周波数域のスペクトル
特性も調和的であることを確認している。微動アレイ解析で得られた S波速度構造と J-SHISの深部地盤モデルの S波速
度構造を比較すると、地震基盤相当の Vs=3.2km層の上面は、今回の結果の方が全体的に約 500m程度深くなっている。
一方で、Vs=1.5Km層の上面は、断層落ち側で 300～500ｍ程度浅くなっている。また、Vs=0.9km層の上面は、断層落ち
側で最大で 900m程度深くなることが分かった。工学的基盤以浅の地盤構造では、断層落ち側の断層直近でVs=0.3kmな
いし 0.2km以下の層が厚い（十数ｍ）。同様の傾向は、現在作成中の防災科研の南関東地盤モデルでも確認されている。
断層周辺のボーリングデータでみると、本数が少ないので、詳細は不明であるが、断層落ち側の断層直近で N値の小さ
い完新統（粘性土層など）が厚くなっている傾向があるようにみえ、前述の S波速度構造分布と調和的である。

４．まとめと今後の検討
本研究の結果、断層の落ち側では、上り側に比べて微動の H/V スペクトルの周波数が小さくなる傾向が明瞭で双方の

構造の変化が比較的良く確認でき、観測された地震動の R/Vスペクトルも同様の特性を示すことがわかる。また、深谷
断層を挟む両側の地盤では、スペクトル特性、S波速度構造にも相違が明瞭にみられ、ボーリングデータからも判別でき
ることから、この断層においては地震観測記録・微動記録による詳細地盤モデルの構築・検証は十分に可能であること
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が分かった。
今後、地震観測データを用いた、スペクトルインバージョン等による、断層両側の地盤での地震動の増幅特性の定量

的な検討および、ボーリングデータから読み取れる地下浅部の地質構成、地質構造や重力探査結果をふまえた浅部・深
部地盤の速度構造モデルの作成を試み、観測された地震動の作成した地盤モデルを用いた検証や工学的基盤の不整形性
の影響評価を実施する予定である。
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